

















は じ め に
長年ホームレス支援を展開してきた北九州ホームレス支援機構の山田耕司の報告によれば，
ホームレス自立支援センター北九州では，退所者全体の 28%，約 4 割が療育手帳を取得して
いる。さらに精神障害や身体障害を抱える者も含めると 5割に達している(1)。
また池袋では精神科医や臨床心理士らによる調査が行われ，ホームレス状態に陥っている


































｢療育手帳制度の実施について」においては，障害の程度の判定は (1) 重度，(2) その他に










2009 (平成 21) 年度末現在では，療育手帳 A取得者は 354,779人，B取得者数は 461,769人，
合計 816,548 人となっている。
ここでいくつかの統計結果がそろっている 2005 (平成 17) 年の結果から知的障害児 (者)
の人数について考察してみたい。2005 (平成 17) 年の国勢調査では日本の総人口は
127,767,994 人とされている。そして，2005 年度の療育手帳取得者数は 698,761 人である(4)。
単純に計算すれば，総人口に占める療育手帳取得者数の割合は約 0.55% と推定できる。一般
的に知能指数 (IQ) 70 未満の出現率は 2 %強とされていることから考えると，この結果は療
育手帳を取得していない知的障害者がかなりの割合で存在していることを示唆していると言え
るだろう。
また「平成 17 年知的障害児 (者) 基礎調査」によれば，全国の在宅知的障害児 (者) は
419,000 人，施設入所者は 128,000 人，合計 547,000 人と推定されている。すでにこの数字は同
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18歳以上の者
昭和 43 年 7月 3日児発第 422号児童家庭局長通知 (「重度知的障害者収容棟の設備及び運
営について」) の 1 の(1) に該当する程度の障害であって，日常生活において常時介護を
要する程度のもの

























































































































































らかになっている。しかし，現在 60歳代の人と，X 氏や Y氏のような 40歳代前後の人とで
は，これらの諸条件がもたらす影響は同じだと言えるのだろうか。





















先に述べた厚生省による「知的障害者実態調査 (1975 年) における知的障害の程度に関す
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